
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 

学 校 名 山県市立大桑小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月９日（日） 

 

実 施 概 要 

 第３回かしの木フェスティバルを実施。 
 ・１０月に地域へチラシやポスター配布、独居老人に花種入案内状送付 
 ・来賓・地域の方々・保護者を迎えての式典を実施 
 ・人権標語入の校庭で収穫したスダチ袋の配布 
 ・児童の企画による遊びの店に来賓、地域の方々を招く。 
 ・児童が栽培した野菜・児童手作りの味噌を利用したPTA豚汁配布 
 ・公民館学習発表会の見学と参加 
 ・軽スポーツで地域の方々との交流 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ８０ 人 
計 ４３０ 人 

地域関係者 ３５０ 人 

 

実 施 状 況 

 ９：００～ ９：２０ 開会式 

   児童の手による運営で地域全体としての行事の開会式の実施 

 ９：２０～１１：３０ 遊びの店 

   児童企画による４つの遊びの店に来賓・地域の方を招き、遊びを通し

ての交流を行った。 

１１：００～１２：３０ ふるまい昼食 

   児童が栽培した野菜、栽培した大豆を更に味噌に加工し、それらを 

PTA役員が豚汁・消防団員が焼き芋にし、地域の方に配布。体育館や外

のテントで昼食を取る。 

１３：００～１５：００ 軽スポーツ交流・公民館学習発表会見学 

   体育館でスカットボールをして地域の方と交流。 

   公民館で公民科南サークルの学習発表会見学。 

１５：００～１６：４５ 学習発表会参加と抽選会 

   公民館の歌や踊り等の学習発表会に児童の希望者が参加し、歌やダン

スを披露した。抽選会では、児童が抽選を担当した。 

 

 

 

 

成果及び課題 

 過疎化が進み児童・園児数が少なくなり保育園がなくなるなどしている状
況の中で、学校・PTA・地域の諸機関が一体となって地域行事を創り上げて
いくことで、児童の郷土に対する思いを育てることができた。また、PTAの
保護者の方も地域の一員として働くことで充実感を得ることができた。地域
の方も地域のどの世代も参加する行事でフェスティバルが賑い、楽しいひと
ときを過ごすことができたことに満足してみえた。 

 学校と公民館が事務局となり準備（企画・予算獲得）運営を進めることで、
地域の方が学校の様々な活動・安全確保に協力していただけるようになって
きている。 

 学校と地域の結びつきを更に深め地域を盛り上げるために、更に参加者を
増やしていけるようにしたい。 

 


